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こんな活動もしてます 

ブルーベリーのジャムつくり 
副理事長 三宅 慶忠 

明生園の子どもたちとジャムつくり 

しあわせの村の果樹園に

はブルーベリーが８０株ほ

どあります。以前はその果

実を材料に村内の福祉施設

でジャム作りをしたことも

ありましたが、最近は成る

に任せて放置されていまし

た。今年、しあわせの村か

らグループ わ に、ブルー

ベリーの管理と収穫作業に

加えて、ジャム加工で収益

が図れないかと相談があり

ました。 

ジャム加工、販売は食品

衛生上の制約があり、今年

は試行的に行うことにな

り、果樹管理、収穫は会員

の８園会が引き受けてくれ

ました。炎天下、下草刈り

や水遣りにと精を出して頂

いたおかげで、７,8 月の収

穫は２０kg 余りもありまし

た。 

8 月 30 日に食文 5 期生

の銀の匙グループや８園会

の皆さんがジャムつくりに

腕を振るいました。300ｇ

入り瓶が 70 程出来ました

が、今回は試作品というこ

とで、ジャム作りの方々

や、カレッジ事務局、しあ

わせの村本部事務局の皆さ

んに賞味して貰い、加工費

用としてカンパもありまし

た。 

この後も、9 月末にかけ

て残りの果実を採取しまし

たが、台風 14 号が災いし

て、収穫は１０㎏と少量で

した。 

しあわせの村本部事務局

から社会性のある活動にし

てはとの示唆もあり、２回

目のジャム作りは９月２７

日、村内の明生園から１０

名（内先生２名）を招い

て、カレッジ調理室でジャ

ム作りをしました。 

障害があってもできるこ

とをするのは大切なことで

す。出来上がったジャムを

おみやげに大いに楽しいひ

と時を過ごして貰いまし

た。来年以降もブルーベリ

ー活動が続くことを願って

います。 
 

グラウンドゴルフ大会 
福６－い 滝野 昭夫 

１０月２２日(土)今に

も雨が降りそうな天気の

もと、フルーツ・フラワ

ーパークで第１回グラウ

ンドゴルフ大会が開かれ

ました。地元大沢町、長

尾町、一般公募、グルー

プ わ 等から総勢１５０

余名が参加しました。 

 フルーツ・フラワーパ

ークでは数年前よりグル

ープ わ と協働で“スロ

ースポーツ”の啓発に努

めています。スロースポ

ーツの中でもグラウンド

ゴルフは、誰でも気軽に

出来るため人気が高まっ

ています。 

この度、グラウンドゴ

ルフの企画、運営を依頼

され何度か打ち合わせを

しながら準備を進めてき

ました。 

 競技は８ホール２ラウ

ンド総打数ストロークプ

レーとしましたが、初心

者ありベテランありとプ

レーヤーは様々。グラウ

ンドは小石が多く日ごろ

腕に自信のある方も、思

い通りにボールが転がら

ず、悪戦苦闘をされてい

ました。 

 和やかな雰囲気のうち

にプレーを終わり、成績

発表ではグループ わ の

女性が優勝するなど、多

くの女性が上位を占めま

した。とまり賞（ホール

インワン）はすべて女性

でした。豊かな自然環境

の中、楽しくプレーが出

来ましたことに感謝し、

次回の開催に繋がります

よう願っています。 

◆ 

熱戦が繰り広げられたグラウンドゴルフ大会 

里山であそぼう 
親子で集まれ自然遊び塾 
 

 「しあわせの村の里山で

あそぼう」10 月 23 日(日)

シルバーカレッジで、親子

で集まれ自然あそび塾が開

かれた。あいにくの小雨模

様 だ っ た が 、 熱 心 な 親 子

12 組 40 名のほか、ベトナ

ム人の子ども５人も参加し

て い た 。 カ レ ッ ジ 園 芸 室

で、里山で取れ

たドングリ、枯

枝、マツボック

リ、ススキの葉

などを使って、

グループ わ の

皆 さ ん の 指 導

で、ドングリの

コマ、小鳥、カ

ブトムシ、キリ

ギリスなど木のオモチを作

りに大喜びしていた。クリ

スマス飾りのリース作りに

苦労する親子の微笑ましい

光景も見られた。 

 午後からは雨も上がりカ

レッジ裏の里山に入り、色    

着きはじめた秋の紅葉を楽

しみながら、それぞれの木

の名前や薬になる草などの

説明を聞いた。落ち葉を集

めて作ったオチバンクを掘

り返し、カブトムシの幼虫

を 発 見 し た 歓 声 も 上 が っ

た。最後に里山についての

感想を話し合った。 

 

名札つくりの説明を聞く親子たち 


